
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大
い
な
る 信

州
麻
展 

期間：8 月 16 日（日）～10 月 25 日（日） 
場所：長野市立博物館 特別展示室 9:00～16:30 

主催：信州麻プロジェクト協議会、柔道畳復元プロジェクト 2012 

協賛：長野市教育委員会 
協力：鬼無里地区「鬼無里イヤー」実行委員会、鬼無里観光振興会、美し村開拓協議会、美麻商工会、 

開田麻織研究会、NPO 法人ヘンプ製品普及協会、麻績みの会、岐阜県産業用麻協会 

助成：長野県地域発元気づくり支援金事業 

 

知られざる特用作物「信州
しんしゅう

麻
あさ

」の栄枯盛衰！ 

100 年ぶりに復元！柔道創設者の嘉納治五郎師範

が開発した柔道畳、日本初公開！ 

鬼無里・美麻・開田・戸隠の麻から全国各地の麻！ 
 

入場 

無料 



 

 

 

●企画展について  ―祖先と今と未来をつなげていく挑戦― 
 

信州麻の歴史文化と地域活性化をテーマに、鬼無里、美麻、開田を中心に、全国各地の「麻」に関係する伝統

工芸品から現代的な作品までを一堂に集まる 71 日間の全国初の企画展です。特に数々のドラマと困難を乗り越

えて、多くの人の協力により、7 年の歳月をかけて復元した柔道創設者の嘉納治五郎師範が手掛けた柔道畳、

1964年の東京五輪で使われた最初で最後の自然素材100％の柔道畳が見所です。化学繊維が発達する一昔前

まで、当たり前の生活素材であった「麻」、特産品でもあった「麻」、新しい挑戦がはじまった「麻」、様々な見方があ

りますが、同じ素材でも違う表情を見せる魅力をぜひ多くの人に体感してもらいたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長野市立博物館  
〒381-2212 長野市小島田町八幡原史跡公園内  

Tel 026－284－9011 

http://www.city.nagano.nagano.jp/museum/index.html 

 

企画展に関する問い合わせ 

TEL：050-8686-0448  asa@sonomano.jp  担当窓口：竹内 

http://www.hemp-revo.net/shinshu/index.htm 

●信州麻展記念セミナー 長野市立博物館の研修室で実施 ＜無料＞ 

 

8 月 16 日（日）： 11 時～ 「信州麻展」開始奉告祭   奈良泰秀 （にっぽん文明研究所代表） 

13 時～ 日本人が大人になるとき   武田邦彦（中部大学教授、『大麻ヒステリー』著者） 

柔道畳復元の 7年の歩み  植田昇（健康畳植田、柔道畳復元プロジェクト 2012 代表） 

七味唐辛子から見える世界 室賀豊 （（株）八幡屋磯五郎 代表取締役社長） 

 

9 月 20 日（日）：木曾の麻衣 沢頭修自 「木曽の麻衣」著者・木祖村文化財保護審議委員 

麻織物・麻糸に触れよう 金子貴子 信州麻プロジェクト協議会理事、忠兵衛、昭和村の織姫生出身   
材料代 1000 円がかかります。 

 

世界天文年 2009 記念をして「信州のカノープスと星景

写真 丸山祥司・中西浩二の世界」も同時開催中！ 

 

●展示内容 

 信州麻ゾーン  信州麻の文化と歴史、鬼無里の畳縫い糸、開田の高機、美麻の精麻、戸隠の麻用具 

 柔道畳ゾーン  復元した東京オリンピックの柔道畳・嘉納治五郎師範の畳など 

 昔の麻ゾーン  魚網、麻スサ、漆喰、茅葺屋根、弓弦、麻炭、麻和紙、凧糸、麻織物など 

 新しい麻ゾーン エコロジー、オーガニックな麻製品、麻のある暮らしとインテリアなど 

 

出展者一覧：柔道畳復元プロジェクト 2012、信州麻プロジェクト協議会、開田麻織研究会、美し村開拓協議会、山

口司、八幡屋磯五郎、高野麻問屋、中田島凧上会、糸富士、大麻博物館、岐阜県産業用麻協会、大井川葛

布、菊屋、健康畳植田、遊休たたみ.com、にっぽん文明研究所、忠兵衛、ハレハレ本舗、ほりすてぃっく、

ヘンプ製品普及協会、ヤンガートレーディング、ルナティカナパ、ミラクルミカ、トムクラフト、産業ク

ラスター研究会オホーツク、オリオン、ブルーアップル、ステイゴールド他 
 

 

信州麻サミット 2009  (会場：道の駅ぽかぽかランド美麻) 

 

10 月 24 日（土）～25 日（日） 

麻を広めた忌部氏の謎に迫る 林博章（阿波忌部研究会） 

鬼無里の麻の歴史と文化 風間俊宣（信州麻ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ協議会代表） 

麻ひき・麻はぎ・麻績み体験ワークショップなど 

※美麻地区文化祭との共催で行います。 

 


